〔様式１〕令和６年度初任者校内研修計画書兼報告書【高等学校】
	学校番号
	○○○○
	学校名
	大阪府立　○○○○高等学校
	対象教員
	名前
	○○　○○
	教科（科目）
	○○○

	第１回提出日
	　　　　○月　　　○日
	第２回提出日
	　　　　○月　　　○日
	第３回提出日
	　　　　○月　　　○日



１　初任者育成のための記録
	●初任者育成のための校内体制等の方針（４月記入）

	・管理職、首席、指導教員、メンターチーム主担当による初任者等育成委員会を立ち上げ、「校内研修シート」を用いて、初任者の育成状況の把握を図るとともに、課題解決の方針を立案する。
・初任者等育成委員会において、10年経験者研修受講者をメンターチーム主担当とし、初任者等経験の少ない教員の悩みやニーズに応える校内研修を実施すると同時に校内のミドルリーダーとして育成する。
・近隣の府立学校と協力、他校で実施している初任者の研修に参加させる。また、協力校の初任者を受け入れる際は、首席の指導の下、初任者に研修内容・方法等を考えさせることで、企画力、調整力を身に付けさせる。
・教科指導では、初任者に対して、S-T分析を活用した授業分析を、授業公開週間等を通して年間２回以上実施する。

	各期における成果と課題（対象教員の作成した『マイポートフォリオ（様式見本「初任者・新規採用者研修の手引p.16」参照』を参考に記入）

	①計画（４月記入）
	②振り返り（８月記入）
	③振り返り（２月記入）

	●対象教員（初任者）に対する具体的取組み
	●成果と課題
	●成果と課題

	■本校における教育活動の方針と具体的な取組みについて理解する。
■学校教育計画及び学校経営計画に沿った「めざすべき教師像」を明らかにするとともに、自らの特性をよく知り、教員としての「強み」を育てる。
■学級担任のクラス経営や担任業務、分掌長と学年主任の日常の業務をよく観察する。
■１年学年団として、学年主任・担任を補助し、学校行事（校外学習）の一連の流れを理解するとともに、生徒理解に役立てる。
■進路指導部として、生徒の進路状況と３年間の進路指導を理解する。
■教科においては、本校の教育課程を理解するとともに、各学年・各期における達成度を理解し、教科指導に活かすようにする。
	■教科指導では、指導教員だけでなく、経験豊富な他教科の教員に授業参観指導を受けるなど、授業のスキルアップへの努力がうかがえる。
■分掌業務では、与えられた課題について行事日程に沿って遅滞なく自己の職務を遂行している。
■体育大会や校外学習などの学校行事では、自ら運営・準備に関わろうとする積極的な姿勢がうかがえた。
	■教科指導では、授業アンケート結果を参考にして板書の書き方や発問を工夫し、生徒主体の「わかる授業」を追究している。
■分掌業務では、部内の教員と連携してよく取り組んでいる。
■指導上気になる生徒について、学級担任や教科担当から適宜情報を収集するとともに、特別活動や部活動に際してもよく観察し、指導に役立てている。

	
	●今後の取組み
	●今後初任者に期待すること

	
	■教科指導では、指導書のみではなく広く関係図書に資料を求めるなどして教材研究を深めることができるよう指導する。
■分掌業務では、自らが担当する業務と他の教員の業務との関連性について理解を深めることができるよう、校内研修を企画する。
■日々の教育活動の中で理解できないことや疑問に感じることについて、遠慮せず質問することができるような関係を心がける。
	■教科指導では、より専門性を高めるとともに、「生徒がつけるべき力」とは何かを考え、「考えさせる授業」を工夫していってほしい。
■分掌業務では、１年間の取組みの流れを理解したことで、２年めは新しい取組みを企画・立案してほしい。
■来年度担任をする上で、同学年の教員集団だけでなく、教科担当や他の学年の教職員とも連携することが大切であることを忘れないで実践していってほしい。



２　研究授業について（第３回提出時までに記入）
	①実施日時
令和６年10月11日（金）　第６限
②学年（年次）・教科・科目等
第１学年　・　英語表現Ⅰ
③単元名
「How Was Your Summer Vacation?」
④研究授業のねらい
・「生徒の言語活動を中心とした授業」づくりを計画、実施することができる。
・生徒にペアワークや発表の方法などを明示したうえで、活発に英語で交流し合える授業を展開する。
・不定詞や動名詞等この単元で学んだ文法知識を活用する活動として、夏休みの出来事を生徒が英語で表現する自己表現活動を設定する。
	事前指導
	■学習指導要領外国語編に記されている「英語に関する各科目に共通する内容等」を確認した。
■初任者研修の手引を使い、学習指導案を作成する意義や作成に必要な事項について学習した。
■不定詞や動名詞等の文法知識を使っての言語活動を設定するに当たり、目的や使用場面、その方法を検討した。
■生徒の活動について、一人で考える活動、ペアやグループで行う活動等、それぞれの形態での学習が生む利点と、その効果的な活用方法について確認した。
■授業のねらいに沿った「授業観察シート」を作成した。

	
	事後指導
（研究協議を含む）
	■研究協議では、「授業観察シート」に記された観点に沿って、協議を進めた。
■研究協議に参加した教員からの指導
　＊板書や指示・発問の仕方について
　＊生徒の意見や発表に対しての対応
　＊ＩＣＴを活用した教材の作成について
■後日、録画しておいた授業のビデオを授業者と一緒に視聴し、研究協議に参加した教員の意見をもとに振り返りを行った。
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〔様式１〕 令和６年度 初任者校内 研修 計画書兼報告書【高等学校】  

学校番号  ○○○○  学校名  大阪府立   ○○○○高等学校  対象教員  名前  ○○   ○○  教科 （科目）  ○○○  

第１回 提出 日       ○ 月     ○ 日  第２回 提出 日       ○月     ○日  第３回 提出 日       ○月     ○日  

  １   初任者育成のための 記録  

●初任者育成のための校内体制等の方針 （４月記入）  

・管理職 、 首席 、 指導教員 、 メンターチーム主担当による初任者等育成委員会を立ち上げ、「校内研修シート」を用いて、初任者の育成状況の把握を図るとともに、課題解決の方針を立案する。   ・初任者等育成委員会において、 10 年経験者研修受講者をメンターチーム主担当とし、初任者等経験の少ない教員の悩みやニーズに応える校内研修を実施すると同時に校内のミドルリーダ ーとして育成する。   ・近隣の府立学校と協力、他校で実施している初任者の研修に参加させる。また、協力校の初任者を受け入れる際は、首席の指導の下、初任者に研修内容・方法等を考えさせることで、企画 力 、 調整力を身に付けさせる。   ・教科指導では、初任者に対して、 S - T 分析を活用した授業分析を、授業公開週間等を通して年間２回以上実施する。  

各期における成果と課題（対象教員の作成した『マイポートフォリオ（様式見本「初任者・新規採用者研修の手引 p.16 」参照』を参考に記入）  

①計画（４月記入）  ②振り返り（８月記入）  ③振り返り（２月記入）  

●対象教員（初任者）に対する 具体的取組み  ●成果と課題  ●成果と課題  

■本校における教育活動の方針と具体的な取組みについて 理解する。   ■学校教育計画及び学校経営計画に沿った「めざすべき教師 像」を明らかにするとともに、自らの特性をよく知り、教員とし ての「強み」を育てる。   ■学級担任のクラス経営や担任業務、分掌長と学年主任の 日常の業務をよく観察する。   ■１年学年団として、学年主任・担任を補助し、学校行事（校 外学習）の一連の流れを理解するとともに、生徒理解に役立 てる。   ■進路指導部として、生徒の進路状況と３年間の進路指導を 理解する。   ■教科においては、本校の教育課程を理解するとともに、各 学年・各期における達成度を理解し、教科指導に活かすよう にする。  ■教科指導では、指導教員だけでなく、経験豊富な他教科の 教員に授業参観指導を受けるなど、授業のスキルアップへの 努力がうかがえる。   ■分掌業務では、与えられた課題について行事日程に沿って 遅滞なく自己の職務を遂行している。   ■体育大会や校外学習などの学校行事では、自ら運営・準備 に関わろうとする積極的な姿勢がうかがえた。  ■教科指導では、授業アンケート結果を参考にして板書の書 き方や発問を工夫し、生徒 主体の「わかる授業」を追究してい る。   ■分掌業務では、部内の教員と連携してよく取り組んでいる。   ■指導上気になる生徒について、学級担任や教科担当から 適宜情報を収集するとともに、特別活動や部活動に際しても よく観察し、指導に役立てている。  

●今後の取組み  ●今後初任者に期待すること  

■教科指導では、指導書のみではなく広く関係図書に資料を 求めるなどして教材研究を深めることができるよう指導する。   ■分掌業務では、自らが担当する業務と他の教員の業務との 関連性について理解を深めることができるよう、校内研修を企 画する。   ■日々の教育活動の中で理解できないことや疑問に感じるこ とについて、 遠慮せず質問する ことができるような関係を心が ける。  ■教科指導では、より専門性を高めるとともに、「生徒がつけ るべき力」とは何かを考え、「考えさせる授業」を工夫していっ てほしい。   ■分掌業務では、１年間の取組みの流れを理解したことで、２ 年めは新しい取組みを企画・立案してほしい。   ■来年度担任をする上で、同学年の教員集団だけでな く、教 科担当や他の学年の教職員とも連携することが大切であるこ とを忘れないで実践していってほしい。  

 

